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★ 今週のトピックス（日本の厚生労働省からの情報） 
モニタリング検査の追加(違反による強化または検査命令解除による引下げ：検査頻度 30％)  

     （2020 年 6月下旬） 

通知 
対象食品 

(含加工食品) 
検査項目 区分 備考、参照 URL 

6/22 韓国産エゴマ チアクロプリド 強化 
https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/000642162.pdf 

（基準値 0.1 mg/kg – ppm） 

6/26 中国産にんにくの茎 チアメトキサム 強化 
https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/000644098.pdf 

（基準値 0.01 mg/kg – ppm） 

 

★ 国際がん研究機関（IARC）カビ毒の暴露とヒトがんリスク：疫学研究の系統的レビュー 
近年ヒトにおけるカビ毒の発がん性の研究、特に原発性の肝臓がん、乳がん及び子宮頸がんとの関連性

についての関心が高まっています。世界保健機関 (World Health Organization: WHO)の国際がん研究

機関 (International Agency for Research on Cancer: IARC)はカビ毒の暴露とヒトの発がん、特に肝

臓がん、乳がん及び子宮頸がんとの関連性を調べた疫学研究の系統的レビューを公表しました。このレ

ビューでは、アフラトキシンとヒトの肝臓がんリスクの関連性について明確な概要を提供しています。

これまでマイコトキシン曝露とヒトのがんリスクとの関連性を具体的に扱った研究はほとんどありま

せんでしたが、遺伝毒性などのさまざまなメカニズムによって、マイコトキシンが健康への悪影響に関

連している証拠は十分にあると結論付けています。 

＜IARCウェブサイト＞ 

Mycotoxin exposure and human cancer risk: a systematic review of epidemiological studies 

 

★ アメリカ FDA COVID-19 パンデミック中の食品表示変更についての暫定的方針 
2020年 5月 22日にアメリカ食品医薬品局 (Food & Drug Administration: FDA)は保健社会福祉省 

(Department of Health and Human Services: HHS)よって宣言された COVID-19に関連する公衆衛生上

の緊急事態の期間中において、COVID-19のパンデミックによる予期せぬ不足やサプライチェーンの混

乱により、食品のマイナーな組成を変更する場合、製造業者が他の必要な変更を加えることなく、既存

のラベルを使用することを認めるガイダンスを公表しました。 

6 月 18日に新たに公表された Q&Aでは、消費者に対しての対応として、製造業者に対しマイナーな組

成変更をして、そのことを製品ラベルに記載しないのであれば、代わりにウェブサイト上や店頭で伝え

るよう勧めています。 

また食物アレルギーの人への影響を考慮し、規制の暫定的柔軟性は健康や安全上の問題がある場合には

該当しないため、8 つの主要アレルゲン（乳、玉子、魚、甲殻類、ナッツ類、ピーナッツ、小麦、大豆）

については、ラベル変更せずに代替成分として使用することはできず、食物アレルゲン、グルテン、亜

硫酸塩、又は一部のヒトが反応を生じることが知られているその他の成分（例：グルタミン酸塩）を代

替成分にすべきではないとしています。一部のヒトが反応を生じる可能性のあることが知られている全

ての成分をガイダンスに列記しているわけではないため、製造業者は諸外国で主要アレルゲンとして認

められているもの（例：ゴマ、セロリ、ルーピン、ソバ、二枚貝、マスタード）を代替成分として用い

ることは避けるべきであると Q&Aの中で回答しています。 

＜FDA ウェブサイト＞ 

Temporary Policy Regarding Certain Food Labeling Requirements During the COVID-19 Public Health 

Emergency : Minor Formulation Changes and Vending Machines 

Questions and Answers on FDA’s Temporary Policy on Food Labeling Changes During the COVID-19 

Pandemic 

 

※次号の OMIC Food Safety Newsletter No.509の発行は、2020年 7月 24 日とさせて頂きます。 
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